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昨年（2023年）6月に成立した⽛共生社会の
実現を推進するための認知症基本法⽜（令和五
年法律第六十五号，以下，認知症基本法）がいよ
いよ本年 1 月から施行となった。超高齢社
会が進展し，認知症とその前段階とみなし得
る軽度認知障害の人が優に 1000万人を超え
るとされる今日，認知症の人の尊厳と希望を
守るための法的枠組みが整ったことは関係者
にとって大きな福音である。法のタイトルか
らは⽛共生社会⽜が強調されているが，個人
的には国家戦略として⽛共生と予防⽜ないし
⽛共生と予防，治療⽜のバランスを取っていく
ことが重要だと考えている。
認知症基本法の施行と相前後して，初の抗
アミロイド � 抗体薬として承認を受けたレ
カネマブの使用が国内でも始まり，新たな認
知症治療の選択肢として期待されている。し
かし，レカネマブ登場の意義は単に医学的な
薬物治療に留まるものではなく，むしろ共生
と予防についても新たに学際的な議論を賦活
するところにあるのではないかと思う。レカ
ネマブの対象は軽度アルツハイマー型認知症
と軽度認知障害とを包含した概念である早期
アルツハイマー病である。しかし，認知症の
早期であってもレカネマブの対象にはならな
い人への説明や治療戦略はどうするのか。軽

度認知障害以前の前臨床期アルツハイマー病
の人が臨床症状を生じることをどう予防し，
食い止めるのか。さらに，すでに中等度以上
の認知症の人への対応と共生の議論も活発に
なることだろう。
さて，本号の特集は⽛特発性正常圧水頭症
の現在⽜である。特発性正常圧水頭症（iNPH）

はアルツハイマー病と併存することも稀では
ないが，基本的にはレカネマブの投与対象に
はならない疾患である。一方で，iNPHは特
に外科的な観点で治療可能な認知症，treat-

able dementiaの代表格であり，その治療技術
の進歩も著しいものがある。
しかし，おそらく最も重要な視点は，認知
症あるいは認知障害が疑われる患者を診たと
き，iNPHを必ず鑑別として念頭に置くこと，
ないし早期の段階でそれを見逃さないことで
あろう。診断の補助となる画像診断の精度も
飛躍的に向上している。繰返しになるが，レ
カネマブの登場で恩恵を受けるのはその対象
となる患者のみではない。むしろレカネマブ
に端を発して，その投与対象ではない認知症
や関連疾患の人の共生と予防，治療について
の対話と対策が発展していくことを期待し
たい。

（三村 將）
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